
東松島市宮戸６分区で桃の収穫・初出荷

「いしのまきＮＮ通信」は，石巻地域の農業農村整備事業に関連する活動を広くお知らせすることを目的に，年３回程度発行しています。
掲載希望の情報などがありましたら農村振興班までご一報ください。今後ともよろしくお願いします。
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第４１号

発行日 平成３０年１２月２１日

トヤケ森から望む石巻管内の風景

奥松島地区では，東日本大震災からの復旧・復興に向け「奥松

島地域営農再開実証プロジェクト」を進めており，ほ場整備を

行った水田の一部を転作果樹園として活用しています。平成２８

年３月に宮戸６分区に植えた桃が，この夏，本格的な実りを迎え，

地元の生産組合は念願となる初出荷を迎えました。生産を行って

いる奥松島果樹生産組合の尾形善久組合長は，「昨年は着果した

果実の７割以上が獣害を受けたが，今年は獣害対策の効果もあっ

て多くの実りがあった。生育管理を頑張ってきた甲斐があっ

た。」と収穫の喜びを語りました。

着果のあった約９，０００個のうち，約６，０００個を市場出

荷や現地直売で地域内外へ売り出しました。８月中旬に開かれた

直売会では，販売開始前から桃を買い求める人の列ができるなど

大盛況となりました。実った桃は，１５度～１６度の高い糖度を

示し，購入した人々から「甘みがふんだんでおいしい。」と好評

でした。
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甘くみずみずしい
桃の果実がなりました

今後は，樹木の生長による収量の増加が見込まれています。また，将来的には収穫体験や花見

などを行い，奥松島地域の新たな観光スポットとして発展していくことが期待されています。

尾形組合長から
ＪＡの市場担当者に
桃を手渡しました

▲

▲
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石巻市釜谷太陽光発電所 通電式が行われました
（農村地域復興再生基盤総合整備事業 石巻第２地区）

鳥インフルエンザ発生時に備えた
石巻圏域初の本格的な埋却演習を行いました

１０月１日，石巻市釜谷に整備された太陽光発電所で発電が始まり，同日，発電所の敷地内で通

電式が開催されました。東部管内で県が整備した施設は，平成２９年４月に発電を開始した東松島

市の太陽光発電所に続き，２か所目となります。

式には，県，市，関係土地改良区，工事関係者など約２０人が出席しました。当部の佐々木久則

部長は，「この施設が地元農家の営農の一助となることを期待する。」と祝意を表し，石巻市蛇田

土地改良区の千葉利一理事長は，「関係する他の土地改良区と協力しながら，当施設を最大限に活

用し，農家負担軽減に寄与したい。」とあいさつを述べました。

県は１１月９日，東松島市川下で，高病原性及び低病原性鳥インフ

ルエンザ発生時に備えた演習を実施し県，建設業協会，石巻市など

関係者約１１０名が参加しました。発生時の埋却作業を想定した今回

の演習では，関係者が防護服を着用して演習に臨み，また重機や消

毒用石灰を使用する本格的なものとなりました。

当日は風雨の中，汚染物（鳥の死体等）に見立てた袋を掘削箇所

に投入する一連の作業を実演しました。また，参加者は，作業中の

留意事項や防護服の着脱など必要な措置を学びました。

県建設業協会石巻支部の若生保彦支部長は，「悪天候だったが，

様々な状況での発生に迅速に対応する上で今回の演習は意義が

あった。」と話しました。また，当事務所の小林徳光所長は，あいさつ

の中で，「処分は，現場・気候条件に関わらず限られた時間内に行い，

病気のまん延を防止しなければならない。建設業協会の皆様の協力

をお願いする。」と，演習を共催した意義を強調しました。

▲埋却演習の様子

▲防護服着脱方法の説明

石巻圏内の一部地域では，東日本大震災で生じた地盤沈下により，地域の農業水利施設の維

持管理費が増加し，それを支出する地元農家の負担もより重くなっています。そこで県は，太

陽光発電所を整備し，その売電収益を農業水利施設の維持管理費に充てることで，農家の負担

軽減をはかります。

▲通電式の様子
（佐々木部長，千葉理事長）

▲農業農村整備部による概要説明 ▲太陽光パネル

東部管内における農村地域復興再生基盤総合整備事業の取組
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▲(株)宮城リスタ大川の
菊栽培ハウスを見学する研修生

県は，平成２９年度から「第３期草の根技術協力事業」を展開

し，アフリカ大陸南東部に位置するマラウイ共和国へ技術的支援

を行っています。平成３０年度は第３期事業の中間年にあたり，

７月１７日から８月３日にかけて，研修生４名が来県しました。

７月２０日には，研修生が現地視察のために石巻市を訪れました。

視察では，国営かんがい排水事業で整備した後谷地排水機場と

現在建設を進めている鶴家排水機場，東日本大震災後に設立され

た「株式会社宮城リスタ大川」を見学しました。研修生のパト

リック・チコティさんは，「農業水利技術について多くの発見が

あった。また，復興に尽力する地元農家の姿が印象的。」と話し

ていました。

石巻市立桜坂高校 さくらプロジェクト（職業体験）受入れ
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▲コンクリート水路の計測を行う高校生

第３期草の根技術協力事業
マラウイ共和国からの研修生受入れ

▲石巻市大川地区の事業視察
（平成３０年１０月１８日）

▲東松島市奥松島地区の事業視察
（平成３０年１０月１７日）

第４１回全国土地改良大会宮城大会 事業視察受入れ

１０月１６日～１８日，第４１回全国土地改良大会が開催され

ました。この大会は，開催地を移しながら毎年開かれており，第

４１回大会は宮城県を会場としました。県は大会開催の後援を

行っており，当部では，１７日と１８日に，農山漁村地域復興基

盤総合整備事業の実施地区（奥松島地区，大川地区）で事業視察

を受け入れました。

奥松島地区では，１７日，津波被災県や大規模地震の発生が危

惧されている県などから４４４名が現地に来訪し，東松島市の事

業説明に熱心に耳を傾けていました。視察者からは，市や当事務

所へ多くの質問が寄せられました。

大川地区では，１７日・１８日の２日間で３８５名の視察者が

現地に訪れ，説明を熱心に聞き入っていたほか，活発に質問があ

りました。当事務所から事業説明を行ったほか，株式会社宮城リ

スタ大川と北上川沿岸土地改良区も同席し，視察者からの質問に

対応しました。

農業農村整備に携わる全国の関係者が一堂に会するこの機会に，

全国から多くの支援を受け復興した石巻市，東松島市の姿を，農

業者や土地改良関係者などへ広く発信することができました。

７月１８日～１９日，石巻市立桜坂高校の生徒４名が，東部地

方振興事務所に職場見学に訪れました。その中で，農業農村整備

部は，１９日に工事監督研修を実施しました。

生徒たちは，北上地区十三浜工区で，排水路に使用するコンク

リート製品の計測やドローンによる工事現場の確認を行いました。

専門的な分野の研修でしたが，生徒たちは職員の説明をよく理解

しながら取り組んでいました。

この職業体験を通して，生徒たちは，農業農村整備事業が地域

社会に果たす役割を学んだようです。
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田んぼの学校２０１８（８月～１０月実施分）

東部管内では，地元農家が多面的機能支払交付金を活用し，地域の小学生に農業や農村を学んでもら

う場を設けています。その中で，石巻市河南地区の広渕ふるさと保全会が，８月２２日に生きもの調査を，

１０月１７日に稲刈りを行いました。また，須江ふるさと保全会が８月３１日に農業水利施設の見学を，北村

ふるさと保全会が９月１３日に生きもの調査を実施しました。

子どもたちにとって，ポンプ場の大きさに驚いたり，田んぼで魚や水生昆虫を捕まえたり，初めての稲刈

り作業に収穫の達成感を感じたりと，多くの発見が詰まった貴重な体験となったようです。
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宮城県東部地方振興事務所 農業農村整備部（編集：農村振興班）

石巻市長面浦でボランティアイベントを実施しました

１０月１３日，石巻市長面浦で，地元で漁業を営む女性たちが，地域外住民と交流するボランティアイベン

トを開催しました。これは，長面浦の復興状況や魅力を知ってもらおうと，農山村集落体制づくり支援事業

を活用して企画したもので，一般参加者・関係者合わせて約５０名が参加しました。

当日は，大川小学校跡地やカキ養殖棚の見学，浜周辺の草取りやゴミ拾いを行いました。参加者は長面

浦の自然や地元の方との交流を楽しみ，また，東日本大震災の傷跡に触れて復旧・復興への思いを深め

たようです。活動の終わりに，地元でカキ漁を営む濱畑千代子さんは，「ボランティアに来ていただき大変

ありがたい。また長面浦に来て欲しい。」と参加者に感謝を述べました。

一日も早い災害復旧と
地域復興をめざして

▲須江小学校 追入排水機場の見学
（平成３０年８月３１日）

▲北村小学校 生きもの調査

（平成３０年９月１３日）
▲広渕小学校 稲刈り体験

（平成３０年１０月１７日）

▲大川小学校跡地見学 ▲浜辺でのゴミ拾い ▲記念写真


